


まちかど審査の様子
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岸和田城周辺

05本町のまちなみ
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積川町
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中央公園
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02お堀と城下町

03岸和田城を彩る夏の華

02二の丸公園マツ
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07宮本町城見橋への道

09輝く岸和田城

08元旦の朝日に映える岸和田城

06岸城町マンサード長屋

10岸城町十六軒長屋

03北町 寺町筋
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私が小さい頃、よく両親と散歩に訪れまし
た。猿に飽きると、今度は木登りです。 こ
の松の木だけが、少し曲がっていて、登り
易くなっています 。小さい頃は、親父に、
上げてもらいました。小学校も高学年にな
ると自分で登りました。自転車の練習もこ
こでしました。こけても下が土なので安心
です。公園には売店もあり、この木の上で
食べたものでした。時間が進み、私が父親
になり、子供が出来て、やはり、同じ事を、
わが子にもするのですね。 ベビーカーを押
しながら、猿さんと遊び、まだ小さい我子
に木登りを強要する。勿論、自転車の練習
もこの場所で行いました。 二の丸広場の
「松の木は」私たち家族を⾧年、見続けて
くれています。 花が咲くわけでもなく、紅
葉するわけでもない、松の木 。世代が変
わってもこの場所に有って欲しいですね。
息子も２５歳、次は孫を連れて、木登りで
すね。 その日が来るまでお願いしますよ。
（応募者:50歳／男性）

１.中央小学校の
エノキ

◆現在93歳の母の小学校時代に存在したよ
うだが大きさは記憶にないようだ。知人
の93歳の方は、その頃すでに大きなエノ
キだったと記憶していた。また、別の65
歳の知人は、学校に行ったらエノキの前
で、DDTを頭にふられたことがある。と
いう風にそれぞれ、エノキを覚えていて、
その時の出来事を思い出している。おそ
らく、講堂が建てられた時に植えられた
と考えられる。現在も建っている鉄筋の
建物の前だ。（応募者:71歳／男性）

◆友達といっぱい遊んだ後えのきの下のか
げで休めるおすすめの木。（応募者:10
歳／女性）

２.二の丸公園
マツ

３.岸和田城堀端
の桜並木

私の住む町内の桜。小さい頃の散歩は、
やっぱりこの場所。七五三で岸城神社へお
参りするときも、この場所で写真撮影。勿
論、お正月も、中学・高校と学年が進んで
も、この場所で撮影。（咲いていない時
も） 桜を見ると、元気が出ます。これか
ら訪れる季節に感謝する。日本人と桜は、
切り離せない何かが有る。優しい気持ちに
なる。毎年、テレビで桜中継が、和歌山城、
大阪城と盛ん。「岸和田城も有るのに」と
心の中でつぶやく。昨年終了した、ＨＮＫ
連続テレビ小説「カーネーション」。放送
直後から、岸和田城を訪れる、観光客は多
くなった。私のふるさと、「岸和田市」
岸和田城を見られて、ちょっと照れくさい。
（応募者:50歳／男性）

４.上町の楠

この史実から、３本のクスノキの樹齢は約
３４５年と考えられ、新町の西北の境界線
上に並んで植えられています。上町の古い
民家は全て東南向きに建てられ、楠は民家
の裏側を隠す役目もしているようです。新
町周辺には計５本の楠が現存しています。
新町内のすべての道は狭く、人が一人通れ
るほどの幅で、新町の内外には約２０箇所
の枡形が設けられ迷路のようで外敵の侵入
と行動を妨げるための防御施設であったと
考えられます。楠も戦略上かの役目を果た
していたのかもしれません。実際、新町を
含む上町（池の尻・小寺）全体も南北両端
を流れる古城川と西隅に位置する大池（お
いけ）と山側の城が池、周囲の湿地帯に守
られた岸和田城山手の防御線。要塞のよう
です。また、地形・文献・伝承・隣接の古
城跡の発掘調査などから、建武元年（１３
３４）に名将、知将と呼ばれた楠正成の一
族、和田高家が居城（砦）を構築したのは
新町であり、岸和田のルーツはこの地で
あった可能性が高いと思われます。（応募
者:76歳／男性）

秋、中央公園もたくさんの樹木が色づき華
やかに饗宴してくれます。アメリカフウの
並木は、70メートルくらいかな。80メー
トルくらいかな。紅く色づいたとき、時計
台をそっとのぞき見しながら歩くのは、ロ
マンチックです。ちょっと歩いてみません
か。うれしい数分です（新緑時もよし）。
（応募者:76歳／男性）

５.中央公園の
モミジバフウ

６.中央公園の
ポプラ並木

◆中央公園は犬の散歩で毎日訪れますが、
多くの木々が植えられており、季節の
移り変わりが植物を通じて楽しめるの
がいいですね。中でもこのポプラ並木
はダイナミック。ポプラの微かな香り
を感じながら、この大きな木の下を歩
くと小さな悩みは、しばし忘れてしま
います。（応募者:57歳／女性）

◆私の大好きな本に『木も大きな花を咲
かせ、皆の心を楽しませてくれる。人
間も何か人のためにならなければなら
ない。』と。中央公園の”ポプラ並木”。
空高く緑したたり、21本が風に乗り
ウェーブを作る。葉の音律が笑ってい
るような、歌っているような。八木橋
を渡る瞬間、左前方が圧巻。この道は”
励ましの道”（応募者:64歳／女性）

岸和田城天守閣より、東南（山側）約500
メートルの古い民家の敷地内に植えられた
3本の大きな楠を見ることができます。寛
文６年（１６６６年）、岸和田城主岡部行
隆の時代に、城内を整備拡張する際、岸城
神社の山側の『上町』に住んでいた８軒を
強制的に現在の新町に移転させました。

７.吉井町のエノキ

岸和田市の北端、忠岡町と隣り合う吉井町
地区にある樹齢100年は超えると思われる
エノキの大樹。夏は15ｍ四方に鬱蒼とした
葉を広げ、冬は一切の葉を落として天に向
かって枝を広げている様は見る物を圧倒す
る。主幹の幹周りは約4ｍ。根元の丑神白
鶴大明神の石塚とともに、変遷激しい新興
地区にあり、変わらぬ姿で吉井の人々の暮
らしを見つめている。旧家加守田邸に隣接
しているが、天の川の小さな橋を渡れば誰
でも見ることができる。（応募者:65歳／
男性）



お寺の境内に入るとすぐ目に留まるこのカ
イヅカイブキ。大きさもさることながら、
うねるような幹が圧倒的な生命力を感じさ
せます。（応募者:38歳／男性）

８.西向寺のいぶき

10.奥家の椋

11.蜻蛉池公園の
ヤナギ

水中に生きる樹木、白鳥やカモ類、季節ご
とに飛来する鳥たちが、シロヤナギが覆う
水面で、はしゃぐ、一緒に遊ぶ人の子供た
ちも紫外線を避けられ、楽しく遊べる、感
謝の樹木である。この樹木を取り入れた担
当者の気持ちが、わたしのこころに伝わっ
てくる。鳥さんの喜びも心に響く、いつま
でもいつまでも、このシロヤナギが生き生
きとし、私たちも喜ばせてくれることを、
シロヤナギさんに祈願する。蜻蛉池公園は
鳥たちと，いつまでも人々の心に残る極楽
の郷である。（応募者:73歳／男性）

◆岸和田市、秋のだんじり祭で毎年賑わい
ます神輿とだんじり曳行の活気盛んな時
や宮参りの積川神社境内に聳える（そび
える）樹木はおよそ樹齢８００年のムク
ノキ、そして樹齢８０年のクスノキなど。
その他シイノキや数々大木の鎮守の森が
有り、周辺には、大木を加工したベンチ
など設置されている。憩いの広場で腰掛
けて眺める壮観は誠に心が和みます。
（応募者:76歳／男性）

◆鳥居を挟んで大樹木。この姿に心踊らな
い参拝者はいないだろう。そしてその思
いはこころに残る、忘れられない人生、
私の一生もムクノキの根元に座って、樹
齢850年の歴史をこころに収めたい。ク
スノキに登る、天まで登る力が!創造の
世界に夢を見る。鳥居に覆いかぶさるク
スノキの生命力ームクノキに負けず、人
生に目標と達成感が宿る。（応募者:73
歳／男性）

13.積川神社の
椋と楠

９.流木墓園の
桜並木

◆先祖のお墓が、流木に有るせいでしょう
か、小さい頃から、よく、両親に連れて
行かれました。車が余り通らないのも良
いですね。静かで広い公園のようです。
墓地との仕切りは無いですが、そんなこ
とは気にしない。青々した、芝生では無
い、遊具も無い、でもこの広さがいい。
春には、桜並木が大変綺麗。何処の観光
地にも負けない。ここは、墓?と疑う位、
賑やかになる。お弁当を広げる場所がな
いと、ドンドン、先に進みついには、よ
そ様の、お墓の階段に、腰を下ろす始末。
本当に面白い光景です。この春も、弁当
を持って出かけます。（応募者:50歳／
男性）

◆トンネル桜並木、岸和田では一番⾧くす
ばらしく美しいヤッホー。岸和田の桜名
所、いったい幾つあるんだと、岸和田住
民になって最後に探し行きついた名所が
ここだったと、いまに思うよ。墓地は今
のところ、関係ないと思いつつ、桜咲く
とつい、足が向き、心がはじく。ここで
味わった、華吹雪は忘れられない絶景、
髪の毛染まり、顔花けしょう、心ウキウ
キ、お手手バンザイ、足さん浮足、通り
抜け。（応募者:73歳／男性）

古い街並みと坂道と石垣の街、阿間河滝が
好きで時々散策に寄っている。その中でも
特に好きなのが、この奥家の椋の樹。樹齢
何百年の風格を漂わせている。大きな堅い
樹皮に耳を寄せると心臓の鼓動のような音
が聞こえる。太い幹や、逞しい根に触れて
いると力を頂けるようだ。岸和田の隠れた、
パワースポットだ。（応募者:67歳／男
性）

12.蜻蛉池公園の
メタセコイア

「人は、木に寄り添うと心が安らぐ」と言
われますが、木と、その木に寄り添ってい
る人を眺めているだけでも、やはり安らぎ
を覚えるということを発見(?)させてくれた
木です。高い位置からの眺め、しかも落葉
の季節でないと実感することができません
が。（応募者:61歳／男性）

14.大沢神社の杉

大沢神社の３本の杉は、岸和田にもこんな
に大きな杉があったのかという驚きととも
に見る者を敬虔な気持ちにさせてくれます。
『いよやかの郷』へ訪れる際は一度立ち
寄ってみて下さい。（応募者:38歳／男
性）

15.塔原町・サクラ

塔原町の高台にある一本桜。村の共同墓地
の傍らに佇み、人々の営みをひとり何年も
見つめ続けている。標高が高いためか、ほ
かの岸和田の桜より１週間ほど遅咲きであ
る。（応募者:49歳／男性）

１.岸和田大橋
(阪神高速湾岸線)

阪神高速湾岸線の岸和田大橋の優雅な姿は、
市内の浜側からはもちろん山手側からも高
台から臨むことができる。秋には祭の背景
として、夏には花火が浮き上がらせるシル
エットとして、多くの人々の心に刻み込ま
れている。また、この橋は岸和田から自動
車で旅に出る人、そして旅から戻ってくる
人にとって街を代表するランドスケープで
もある。さらに最近は海外からの訪問者を
乗せた車が行き来する岸和田のシンボル
ゲートとして、多くの人々の心に刻まれて
いる。(応募者:51歳／男性)



「海」を手軽に感じることができる「み
ち」だと思います。私にとっては小学生の
ころまで遊んだ懐かしく思い出深い場所で
もあります。大工町辺りの砂浜で遊んだあ
と、波の音を聞きながらこの岸和田港まで
歩きました。今では砂浜がなくなり、港の
構築物なども大きく様変わりしましたが、
ここが海の匂いを間近に体感できる場であ
ることに変わりはありません。また、整備
された遊歩道も美しく、ここから眺める夕
日は必見です。岸和田港は岸和田市のシン
ボル・遺産として、これからも永く歴史を
重ねていってほしいです。(応募者:64歳
／男性)

２.岸和田港を
望むみち

６.春を待つ岸和田城
の桜道

３.堺町
だんじり小屋横

子供の頃、堺町だんじり小屋横の路地は浜
から町への抜け道に使っていました。大人
になった今でもだんじり見物の時には使っ
ている道です。子供に受け継ぎたいですね。
(応募者:36歳／男性)

天性寺（蛸地蔵）参道や丸型ポストのある
南町の「みち」です。お隣の本町で生まれ
育った私には、このあたりも子供のころの
遊び場でした。最近ではだんじり祭りのと
きに訪れるくらいとなってしまいましたが、
今でもここに立つと小さな自転車でこの道
を何度も往復したことや、天性寺にお参り
されている方々の様子を不思議さと憧れの
目で眺めていたことなどを懐かしく思い出
します。ここは民家の佇まいや石灯籠、ポ
ストだけではなく道路や電柱、電線なども
含め、私が「昭和」を強く感じる「みち」
でもあります。 (応募者:64歳／男性)

４.お寺の道
(本町紀州街道)

はじめて通った道だったけど、子どもの頃
を思い出した。(応募者:69歳／男性)

５.南町のみち
(紀州街道)

もう何年咲いたことだろう。黒く太い古木
がしっかりと支えられている。それでも幹
から美しい花が吹き出していた。若木は倒
れないように紐で結ばれている。若い木は
一輪 二輪と咲き始めたばかり。毎年満開
の桜を楽しんできた堀のまわりは今、世代
交代を始めているようだった。岸和田城は
いつもと変わらない様子で見守っていた。
さわやかな気持ちで歩いた今日この日の
道・・・(応募者:75歳／女性)

７.春木川遊歩道
(兵主神社横)

この遊歩道は中央公園をウォーキングした
帰りに通る道です。横には兵主神社があり、
時々ですが家族の健康をお願いにお参りし
ます。 (応募者:72歳／男性)

久米田寺には子供の頃から何度もお参りさ
せてもらっていますが、いつも山門や駐車
場から（つまり久米田池側から）境内に
入っていました。そのため、このような趣
のある「みち」が池の反対側にあったこと
を最近までは、まったく知りませんでした。
趣味のクラブの先輩にこの道を教えてもら
いましたが、清楚で、ちょっとミステリア
スな雰囲気がとても印象的で、すぐに私の
お気に入りの場所となりました。また、狭
い道なので、知らない人同士でもすれ違う
際には声を掛け合っていることも、私が気
に入っている理由です。(応募者:64歳／
男性)

８.久米田寺へ
続くみち

９.久米田池遊歩道
(平成26年度指定)

散歩が好きな私は、色々なところへよく歩
きに出かけます。写真の遊歩道は久米田寺
へお参りした後、久米田池を一周するため
に歩いています。四季折々に花が咲きます
ので、楽しく散歩することが出来ます。皆
様も歩きに行かれてはいかがですか?(応
募者:71歳／男性)

10.久米田池遊歩道
(平成27年度指定)

◆朝、久米田池の方に行ったら、いい風景
があるかなと思い出掛けました。昔に比
べて久米田池もすごくきれいになった
なぁと思いました。 前に池に浮かぶ建物
を友達がムーミン塔といっていました。
おもしろかったので写真に撮らせてもら
いました。(応募者:41歳／男性)

◆久米田池の遊歩道の桜の花が咲いている
時も、散り敷いている時も美しく花びら
を踏むのはもったいないと思いながら朝
の散歩や撮影を楽しんでいました。(応
募者:73歳／女性)

◆府下最大級のため池である久米田池は四
季折々の絶景を演出し、池を取り巻くこ
の道は春の桜、夏まつリ、行基参りに続
く紅葉、そして時折出会える冬の雪みち
と見る人に楽しみを与えてくれます。ま
た、普段からもここへくると野鳥、日の
出や夕日が沈んでいく情景との出会いな
どさまざまな味わいを与えてくれていま
す。(応募者:75歳/男性)

◆「グリーンベルトロード」…わが町東ヶ
丘。町の中央を横断するグリーンベルト
と呼ぶ土手がある。土手には町開きの記
念樹となる桜の木が植えられた。以来40
数年、櫻木は町が成熟し、次第に高齢化
社会へと辿る姿を見つめて来た。櫻木は
衰えぬ己を誇示するかのように今、満開
の花を咲かせている。町で生まれ育った
三男も出ていき、夫婦二人の落ち着いた
生活になると、年々グリーンベルトの桜
花に逢える春が待ち遠しくなる。二人で
グリーンベルトロードを行き来し、ほん
わかとした気分に浸るのが春の恒例と
なっている。(応募者:76歳／男性)

11.東ヶ丘町
ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄﾛｰﾄﾞ

花絨毯



13.阿間河滝町の
阿弥陀寺への参道

◆200ｍにわたる斜面ベルト方式の緑地帯
に、樹齢44年のソメイヨシノ桜183本が
植樹され、春には2000人超町民へ春の
華輝きと香りをおおいに楽しませくれま
すよ。また、雨降り、風吹きによる花吹
雪と花絨毯はさらに町民の心と体に元気
のいろどりを培わせてくれます。尚、道
路の他に、桜樹林帯にも散歩専用の徒歩
道もあり安全に桜見物が出来ます。是非、
お家族でお花見散策にお越し下さいませ、
東ヶ丘町へ(応募者:74歳／男性)

古い町並みの残る山手の街・阿間河滝地区。
その町並みでも街道筋から阿弥陀寺へ抜け
る参道は坂道と石垣、古い板壁の建物がコ
ントラストを成して、このエリアを散策す
る時の1つのハイライトです。(応募者:52
歳／男性)

流木墓園の桜を見て主人と蕾が固いとか満
開の時がいいとか話しながら歩きました。
しかし今では想い出の道、今年も変わらず
美しく咲いていると一人で花を見て通りま
す。花の時季はとても慰められる道です。
(応募者:73歳／女性)

12.流木墓園
桜並木みち

14.包近楠本神社
もも花参道

包近北の交差点、水道道、牛滝川の橋を渡
り右へ入ると楠本神社の参道です。この道
は桃畑の中をまっすぐ神社へ300m程度の
桃花参道である。中ほどには素晴らしい桜
の木が灯篭とともにそびえている。4月中
旬から5月上旬にかけこの道は花に彩られ
るよ。又、桃畑はタンポポ、ツクシさんが
さらに春を謳歌し、この道の楽しさ輝かし
さを描いてくれます。小さな道ですが春を
うっとりさせてくれますよ。さらに桃さん
を食べたい気分が一段と増しますよ。(応
募者:74歳／男性)

15.福田町の
まちなみ

短い街並み街道だが、私の心を揺さぶった
古民家の街並みである。道の両側に建ち並
ぶ町家は瓦葺の屋根で石垣造りの地盤に漆
喰の塀壁、蔵造り、木製の引き戸壁、心地
よい素朴なまち、城下町の田舎暮らしの良
さが、心と目にしのんでくる、このまちの
歴史・文化・くらしに触れてみたくなる轟
川の宝町と感じられた。(応募者:75歳／
男性)

16.牛滝街道(積川町)

◆日差しが強く厳しい暑さの日でしたが、
水路と日影が続く気持ちの良い道でとて
も涼しく歩くことができました。趣のあ
る建物と塀とが一層みちの雰囲気をより
良いものにしているなと感じました。天
気の良い日だったのもあり、どこを撮っ
ても絵になるような道だと感じました。
(応募者:21歳／女性)

17.バラの小道
(蜻蛉池公園)

蜻蛉池公園は岸和田市に38年前に引っ越し
て以来、バラ公園の時代から毎年何回も訪
れていますが、やはりバラの咲く時期が最
も華やかで印象的です。その内でもアーチ
をくぐって階段状に続く小道はいつ訪れて
も心に残ります。(応募者:71歳／男性)

16.牛滝街道(積川町)

◆岸和田に自然豊かで静かな場所があると
は知りませんでした。新しい岸和田のイ
メージができて、岸和田のことをもっと
知りたいと思えた一枚です。(応募者:
23歳／男性)

11.東ヶ丘町
ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄﾛｰﾄﾞ

花絨毯

18.メタセコイアの
小道

（蜻蛉池公園）

蜻蛉池公園は、岸和田市に38年前に引っ越
して以来、バラ公園の時代から毎年何回も
訪れています やはりバラの咲くころは華
やかですが もうひとつ心に残るのはメタ
セコイヤの巨木の小道です。冬に葉を落と
した枝に春先の新芽が出るころの力強さ、
真夏の暑さにも負けない濃い緑の堂々たる
姿も大好きです。(応募者:71歳／男性)

19.相川
ほたる遊歩道

６月のおわりごろには、蛍が飛び交う様子
が楽しめます。向かいには棚田の風景が広
がり、田植えの季節にはカエルの合唱が響
き渡ります。昔の岸和田にタイムスリップ
したような錯覚を覚えるのどかなみちです。
(応募者:71歳／男性)

20.牛滝いよやかの郷
散策道

春は桜、夏は木陰の清涼、秋は紅葉そして
冬の雪景色と牛滝の四季は我々に自然の美
を満喫させてくれます。その美を手軽に楽
しませてくれるいよやかの郷の横を流れる
牛滝川沿いの散策道があります。ここで四
季の花、彩、そして香りに酔いしれて１日
を過ごしたり、冬の雪景色を楽しんだ際は
美人の湯とも言われるいよやかの郷温泉で
ほっこりと温まることで豊かな心地にさせ
てくれます。(応募者:75歳／男性)

21.和泉葛城山
登山道

和泉葛城山は高さ858ｍ、塔原登山口から
山頂までは徒歩２時間30分。頂上には八大
竜王社、そして展望台がある。和歌山、大
阪湾、関空など360度展望出来る。この山
のすばらしさは、疲れを知らずに秋の紅葉、
冬の雪景色、そして晩秋から初春まで、霧
氷、樹氷が堪能できることでしょう。さら
には 登山道の自然林「国の天然記念樹ブ
ナ林」が、心うきうき、眼きらきら輝かさ
せてくれますよ。正月に帰省する、⾧女家
族、⾧男夫婦と一緒にこの道を雪景色、霧
氷、樹氷景色めざして登るのが我が家の楽
しみで、孫たちのキャ、キャ声が登山道に
鳴り響くのがこころに残る思い出です。
(応募者:74歳／男性)



１.はためく
岸和田漁港

大漁旗雄々しく

◆新年元旦、青空の岸和田漁港に港一杯に
雄々しくたなびく漁船の大漁旗の姿は、
この年の人生の励ましと喜び、心の幸福
が湧き上がる。また水面の景観は、さら
に心を躍らせる。岸和田の漁師の方々の
航海安全と大漁の祈願に尊敬し、住民の
心からの支援を新年の太陽神に大手を広
げて願う。岸和田の漁師の安全活躍は、
住民の幸福を培い、地域発展をもたらす。
今年も新年から、漁港、漁船の大漁旗に
こころウキウキ、人生の将来、未来への
勇ましい希望が沸いてくる。（応募者:
77歳／男性）

◆多くの漁船が整然と並んでいます。どの
船にも様々な大漁旗がつけられ、その姿
は勇壮であり、圧巻される景観です。
（応募者:44歳／女性）

３.岸和田城を彩る
夏の華

岸和田城のお堀はよく散歩にきて、心おち
つく場所です。スイレンの花の咲く頃、水
の色と空の色、むこうにみえる城下町がと
ても好きです。（応募者:67歳／女性）

２.お堀と城下町

毎年楽しみにしている岸和田の花火大会を
今年は岸和田城から見学しました。お堀に
映る花火は美しく見る人を魅了してくれる
景観です。（応募者:44歳／女性）

４.岸和田城水辺

◆岸和田城の周りを仕事の日はいつも散歩
していており、ふと、水辺に映る岸和田
城を見つけ携帯カメラで撮影しました。
撮影した時は、特に珍しいものではない
と思っていたのですが、この撮影以降、
私自身一度もお目にかかれていないので、
珍しくて歴史の風情あるものかと思い応
募しました。（応募者:43歳／男性）

◆「水すめば月うつる」先哲の言葉。「岸
和田城は、春には青空にそびえる天守と、
苔むした石垣、桜の景観が美しい」と恩
師は言う。この大好きな風景が、水辺に
うつる。めぐりくるたび私は平和を祈り、
感謝す!!（応募者:68歳／女性）

５.久米田池の
幻想的な
ハーモニー

く、網に掛かるザリガニ、カメなどの水
生動物や水草、藻なども目にすることが
でき、漁のおこぼれ目当て?にダイサギ、
アオサギなどの水鳥も多く集まります。
また、この日は、私にとっては久米田池
を利用してきた人々の知恵と、多くの生
き物を育むこの池の豊かさや恩恵を、
いっそう強く感じさせられる日でもあり
ます。（応募者:65歳／男性）

◆8月29日午前5時20分、散歩中東の空の
朝ぼらけ。空と池の幻想的なハーモニー。
（応募者:80歳／男性）

６.水鳥と久米田池

◆アオサギが沢山いますが、この鳥さんは
何を見ているのでしょうか? このコは
…水色の世界に溶け込んで幸せそうにみ
えました。きれいな池をいつまでも私た
ちが保持して、いつまでも鳥たちのお気
に入りの場所であってもらえればいいな
と思いました。（応募者:59歳／女性）

◆黒いお顔に白いお化粧をしたオオバン。
6個以上も一度に卵を産むのですね。み
んな元気に孵ったらいいですね。鳥さん
もお母さんはたくましいです。こんな環
境をいつまでも大切にできるのは人間の
力!岸和田の力!久米田池がいつまでも
きれいなため池であるように!と、みん
なの意識ができれば!と思います。（応
募者:59歳／女性）

◆久米田池の夕方（4月後半）（応募者:
55歳／男性）

７.山直中町
錦秋のスリバチ池

秋晴れの朝日に輝くスリバチ池。色とりど
りの紅葉と緑の木々が青い池に映り、一幅
の絵画を見るようでした。しかしながら岸
和田丘陵地再開発事業の工事が間際まで迫
り、環境の変化による要因で、この光景が
見られなくなるのではとの一抹の不安も覚
えた。これからも残ってほしい景観である。
（応募者:73歳／男性）

８.田治米町
ポピー咲く

七ツ池

蜻蛉池公園に隣接する七ツ池。この池は蜻
蛉池と共に田治米町の池である。春の新緑、
秋の紅葉も美しいが、ゆったりとした池面
に花が映えるこの季節も素晴らしい。（応
募者:73歳／男性）

◆夏のはじめ頃に、朝早く久米田池に行っ
て、朝日が出る頃に、久米田池がきれい
な色に、そまってきたので撮影しました。
普段の池と少しちがって幻想的に見えま
した。（応募者:42歳／男性）

◆久米田池といえば、広大な灌漑用地、鳥
の国際空港といったイメージがあります
が、寒ブナ漁の時期になると、ここは養
魚地でもあるということを再認識します。
この水辺での漁の日には、魚だけではな

９.蜻蛉池公園
大池の水鏡

◆とんぼ池公園のバラを撮影に、すこし時
期が早いかなぁと思いつつ出かけました。
早朝からお天気もよく気持ちの良い朝で
風もなく、大地に目がとまりました。さ
つきと新緑がきれいに写し出されてしば
らくの間癒されていました。この水辺景
観は誰もに観ていただきたい場所だと思
います。（応募者:62歳／女性）

◆四季折々の自然を手軽に感じることがで
きる蜻蛉池公園ですが、お勧めは大池の
東側池畔で、季節は晩冬です。初めてこ



こを訪れた知人が、「トンボの生態が観
察できるような、趣のある水辺が整備さ
れているので『蜻蛉池公園』なのです
ね。」と勝手な解釈をしていましたが、
池とはコンクリートと金網に囲われた所
というイメージがあったからでしょうか。
晩冬には、この時期ならではの美しい光、
冬枯れした樹木などの佇まい、残り少な
くなった冬を楽しんでいるような多く
の水鳥たち…と興味が尽きません。（65
歳男性）

10.積川町
水路のある古の

町並み

稲葉町交差点から蜻蛉池公園に曲がると牛
滝川にかかる橋があります。その橋から牛
滝川に沿って菅原神社のほうに曲がると山
間の森閑とした雰囲気です。自転車で市街
から牛滝山に上がるので自動車では通れな
いを道を走ろうと思って牛滝川から住宅を
抜けていく路地を走っていると、突然古い
町並みが現れました。聞くところによると
古から都に繋がる人が出たり、近年ではお
酒の蔵元が酒蔵を構えたりといったところ
だとか。酒造りもできたところなのか、水
路を流れる水が市街からさほど離れていな
いのに綺麗に澄んでいました。（応募者:
53歳／男性）

13.大沢町
サギも降り立つ

棚田

日本昔話に出てきそうな風景。棚田の水面
が美しい。7月を過ぎれば、稲がぐんとの
び水面をあおあおと覆い、水辺が見えなく
なるけれど。（応募者:53歳／男性）

14.牛滝山大威徳寺
一の滝

◆私のこころに残る水辺景観として、牛滝
山大威德寺奥の一の滝から二の滝までよ
く吟行し、滝の春夏秋冬を撮影します。
寺の境内に旧山滝村（現内畑町）が生ん
だ有名な俳人、鈴木大林男先生（故人）
の句碑があります。「滝壺を 出でずに
遊ぶ 水のあり 大林男（むりお）」牛
滝川の源流に近い清流のこの滝は季節ご
と水辺の景色をかえ、市を代表する水辺
の景観として推薦します。「山門に 瀑
音 微か 一の滝」俳号 赤心子（せきし
んし）（応募者:71歳/男性）

◆この滝は家からも近くそれほど人も多く
ないのでよく夏に涼みに行きます。子供
の頃はなんとも思っていませんでしたが
大人になってからいくと、その心地よさ
に感動しました。（応募者:29歳／女
性）

◆牛滝温泉から大威徳寺の境内を抜け、牛
滝山に入るとバーベキューをする人たち
の楽しげな声が遠くなり、だんだんと水
の音が迫ってきて、滝が見えた。滝の前
に立つと、あれだけ感じていた暑さが消
え、自然の涼しさを感じる。滝の音に耳
を澄ませ、澄んだ滝壺を見ると、時間を
忘れる。せっかくの素晴らしい水辺なの
に人があまりおらず、より多くの人に
知って欲しいと思い応募しました。（応
募者:16歳／男性）

11.意賀美神社横
雨降りの滝

意賀美神社は大阪府自然環境保全地域に指
定され、社叢は岸和田市の天然記念物に指
定されています。常緑広葉樹林で林床植物
が見られる典型的な暖地性照葉樹林の姿を
残しています。ホルトノキやタイミンタチ
バナが植生しています。津田川には木々の
間から雨降りの滝があります。この滝は濃
い緑の中で大変神々しく見え、この地域の
水に関する信仰と深い関係があることが想
像できます。黒いハグロトンボがたくさん
飛んでいました。（応募者:74歳／男性）

12.内畑町
田んぼへの水引き

の始まり

きれいに維持管理された町中を流れる水路
に澄み切った水が走り、もうすぐ田植えが
始まるのかと感じさせてくれます。（48歳
／男性）

15.牛滝の谷に
そそぐ

錦流の滝

和泉葛城山から流れる小さな水の流れはい
つしか錦となって滝になり牛滝へと流れ、
人々の営みを支えてくれる。自然が多い岸
和田らしい景観です。（応募者:48歳／男
性）

１.時を越えて
（春木中学校の

赤レンガ塀）

◆春木中学校に数百メートルに及ぶ赤レン
ガの塀があります。その昔、東洋のマン
チェスターと言われた大阪の一大工業地
帯の一角を担った岸和田の紡績工場跡の
名残りが今も感じられます。百年を超え
る時の流れとともに通学する児童や地域
の方々をこれからも見守り続けてくれる
ことでしょう。（応募者:51歳／男性）

２.春木西福寺

◆室町時代に創建されたと伝わる西福寺。
紀州街道から石畳と松が佇む参道を進み
山門を抜ければ大きな楠と本堂が目の前
に現れ、たちまち本寺の歴史を感じる事
ができる。春木地区のまち景観を象徴す
るものである。（応募者:48歳／男性）



４.中町
城跡の名残り

◆浜地区の中町に残る石垣。その昔ここか
ら浜側は海岸線だったそうだ。今では家
が立ち並び違和感さえ感じるが、当時の
町並みを今に伝えるまち景観だと感じま
した。（応募者:48歳／男性）

９.輝く岸和田城

◆2018.6.13 がんこで食事して出てくる
と岸和田城の空がきれいだった。午後８
時ごろです。（応募者:77歳／男性）

３.北町 寺町筋

◆岸和田駅から商店街を通過して脇道に入
ると、由緒あるお寺が連なる寺町筋と言
われるまちなみに出会いました。明智光
秀の肖像画で有名な本徳寺など市街地と
は思えない静寂と歴史を感じる佇まいが
印象的な景観です。また、道路には隠し
文字がありますので探して見て下さい。
（応募者: 45歳／女性）

◆台風一過の朝の様子。パンチのある寺町
らしいスカイラインが好きです。末永く
残してほしい、岸和田の名所です。（応
募者: 71歳／男性）

５.本町のまちなみ

◆歴史を感じる町家建築が建ち並ぶ本町の
紀州街道は、岸和田らしさを印象づける
まち景観だと思います。岸和田祭礼のと
きも良いですが、日常の静寂な雰囲気が
こころに残るお勧めの景観です。（応募
者: 51歳／男性）

６.岸城町
マンサード⾧屋

◆100年近くたって改装もみられますが、
当時の高級洋風⾧屋の様子がみられます。
子供の頃中へ入れてもらうのが楽しみで
した。施行者は岸和田高校旧校舎（RC）
や十六軒⾧屋も請負った中筋組との事。
（応募者: 71歳／男性）

７.宮本町
城見橋への道

◆城見橋を渡って岸和田駅へ向かうときは、
必ずこの道を通ります。帰途もこの道で
す。岸和田に住む誇りを感じる道ともい
えます。（応募者: 71歳／男性）

８.元旦の朝日に
映える岸和田城

◆平成31年1月1日。7時41分。朝日に照ら
された岸和田城。20年間、（公財）大阪
府国際交流財団のホームステイ担当とし
て登録している。これまで多くの外国人
の方が我が家に来た。必ず案内するのは
ここ「岸和田城」と「だんじり会館」。
とてもよろこばれている（＾＾）岸城神
社を出て左手に岸和田高校がある。その
近くのお堀から撮影した。朝日に映える
お城はなかなか風情があり神々しく感じ
られ、思わずシャッターを切った。（応
募者: 56歳／女性）

10.岸城町
十六軒⾧屋

◆蛸地蔵商店街から一本入ったところに十
六軒⾧屋が連なる町並みがあります。大
正時代に建てられた⾧屋住宅は今も大切
に使われており、地域の歴史と趣きを感
じるまち景観だと思います。（応募者:
45歳／女性）

◆この⾧屋は大正時代からあり、今も現役
でこの場所を見守り続けているそうです。
ずっと岸和田市に住んでいましたが知り
ませんでした。市民より観光で岸和田市
に来られる方のほうがよく知っているの
ではないでしょうか。⾧屋がずらっと並
ぶこの場所は実際見てみると圧巻です。
（応募者: 23歳／女性）

◆ 60年前城内小学校への通学路のひとつ
でした。同級生も何人か住んでいました
が皆どうしているのかな?全⾧120Ｍ、
大正11年（1922）に建てられた質の高
い和風⾧屋は城内に残る価値ある風景と
いえるでしょう。（応募者: 71歳／男
性）

11.蛸地蔵伝説を
伝えるレトロ建築
(南海蛸地蔵駅)

◆蛸地蔵伝説が描かれたステンドグラスが
設置された駅舎は大正時代に建てられた
貴重なレトロ建築であり、地域を象徴す
るまち景観だと感じました。（応募者:
48歳／男性）

12.久米田池の
夏祭り

◆久米田池の風物詩となっている夏祭り。
多くの人々が楽しみにしている打ち上げ
花火が祭のフィナーレ。夕暮れ時に湖面
を見ながら遊歩道を散策するのもお勧め
です。（応募者:48歳／男性）

14.日没前
（山直南校区）

◆田植えの頃お天気の良い日は最高のロケ
ーションです。ずっとこの景観は失われ
ずに続いていってほしいと願っておりま
す。（応募者:64歳／女性）

13.泉光寺と桜

◆岸和田藩主岡部氏の菩提寺として有名な
泉光寺。歴代藩主の五輪塔や、門前を彩
る桜が美しく咲き誇る印象深い場所です。
（応募者: 56歳／女性）



16.阿間河滝町
⾧屋門坂

◆一見武家屋敷街のような⾧屋門の街並み。
道路の舗装を工夫すれば時代劇のロケ地
として売り出せそうですが、岸和田市に
は他にも積川旧牛滝道などロケ地になり
そうな道が沢山ありますね。（応募者:
71歳／男性）

17.夕暮れの北阪

◆あまり知られていない神社だと思います
が、すごく景色がよく夜景も見ることが
できるので自分だけのお気に入りの場所
です。また、どういう経緯でこの神社が
建てられたのか知りたいです。そして近
くには同じく景色のいい北阪町観光農場
があり秋から冬にかけてみかん狩りをす
ることができるので少しでもＰＲになれ
ば嬉しいです。（応募者:21歳／男性）

15.積川町
元本街道の
まちなみ

◆積川神社から少し海側に行き、細い路地
を左に入ると元信貴本家酒造の工場と本
宅があった通りに出る。狭い道だが昔は
ここが本街道だったそうです。今にも杜
氏さんたちの声が聞こえてきそうな佇ま
いです。ここで使われていた酒造の際に
米を蒸した「甑釜（こしきがま）」とい
う大きな大きな鉄の鍋が岸和田城の城門
を入ってすぐのところに展示されていま
す。当時のままの⾧く続く塀とともに、
酒造りの盛んだったころがしのばれます。
（応募者:63歳／女性）

18.神於寺の参道

◆神於寺に至る参道は坂道となっているた
め歩くと息が切れる。しかし、桜が咲く
頃はその参道を見事に彩り辛い参道も美
しい景観となる。そして境内からの眺望
は美しくまた来たいと思わせてくれる。
（応募者:48歳／男性）

19.白原峠の星祭り
（東葛城にて）

◆毎年の星祭り（七夕）には、岸和田市上
白原町の峠頂上付近にある個人宅の横に
ある広場に於いて、同町から通学する生
徒並びに来賓として、岸和田警察署⾧、
学校⾧、毎朝の指導にあたる駐在所員、
学童の見守隊の人々を呼び、世界・日
本・岸和田市のこどもたちの安全や安
心・まちの人々の幸せを願いの糸に託
し、星祭りを行います。筆者もそのひ
とりとして招待を受け参加します。こ
ころに残る景観として是非推薦します。
「学童の見守隊の息白し」「こどもら
の安全いのる星祭り」赤心子（応募者
:78歳／男性）

１.たくさん
釣りたい

◆この日は僕も釣りに来ていて、1匹も釣
ることができなかったです。帰り際に撮
りました。後ろの船にはたくさんの魚が
乗っているんだろうなぁと羨ましく思い、
僕もたくさん釣りたかったなぁと思い
ました。そして、手前の釣人たちにはた
くさん魚が釣れるようにと心の中で願っ
て帰りました。（15歳男性）

２.春の訪れを告げ
る「いかなご」漁

◆ ２月末ごろから、大阪府鰮巾着網漁業協
同組合がある地蔵浜で水揚げされる「い
かなご」。早朝に出港した漁船が帰って
くると港は漁業関係者の活気で溢れます。
いかなごを使った「くぎ煮」は、若い頃
は食べようと思わなかったけど、年齢を
重ねると、春の訪れを感じさせてくれる
と同時に、祖母や母親の手作りの思い出、
漁師さんの仕事風景を蘇らせてくれる1
品に変わりました。（45歳男性）

４.岸和田観音
節分

◆いにしえから災害や疫病から身を守るた
めに祈ってきた人々。お参りに来ている
たくさんの人の姿に時代が変わっても
人々の気持ちは大きく変わらないのだな、
と気づかされる。古い時代にも、きっと
同じような景色があったはずというノス
タルジーな気分になれるひとこま。（44
歳女性）

３.農業まつり

◆毎年開催されていた農業まつり。農産物
の販売やステージでの催しなどたくさん
の人々が集まり、賑やかなひとの営みを
感じられる景観です。今年は残念ながら
コロナウイルスによる影響で中止となり
ましたが、またこのような紅葉の下、多
くの人々が集まれる日々が早く戻ってく
ることを願っています。（32歳男性）

５.頼もしい応援団
と歴史的なまちな

み（本町）

◆いつまでも見守り隊（タイ）!追っかけ
隊（タイ）!娘と母のド根性風景（応募
者: 72歳／男性）

６.岸和田城と
だんじり祭り

◆去年の岸和田だんじり祭りで岸和田城を
バックにして撮りました。心に残る伝統
はやっぱり岸和田だんじり祭りです。
（31歳男性）



９.田を潤す
久米田池

◆写真は、久米田池で、手前の「満水標」
の頭が約50センチ見えています。これら
の水が、久米田池下流に広がる田を潤し、
米を育てた証です。（60歳男性）

７.古代の人々の営
みを思い私たちは

確かめる

◆2018年5月和歌山大学岸和田サテライト
と岸和田市図書館との共同企画の「久米
田を編集する」という地域の情報をオー
プンデータとして公開し、地域活性化に
つなげていくイベントが久米田寺付近で
行われた。久米田寺付近は古代から人々
の営みが行われ多数の古墳がある。久米
田寺のすぐ隣の風吹山古墳の上から市内
を見渡すと今の私たちの営みが広がって
いた。人の営みをつないでいる景観を実
感した瞬間だった。（76歳男性）

８.久米田寺
千本搗き

◆新しい年の始まりの風物詩とも言える久
米田寺の千本づき。たくさんの細い杵で
お餅を搗く様子は家庭とは違った趣きが
あり、地域の人たちの中で受け継がれて
きた営みとしてテーマにぴったりだと思
いました。（44歳女性）

10.東葛城小学校・
幼稚園（東葛ふれ
あいファーム）の

田植え風景

◆東葛城小学校・幼稚園では、地域のＪＡ
さんと共同し、東葛ふれあいファームで
の農業体験が行われている。東葛ふれあ
いファームでは稲や玉ねぎ、サツマイモ
などの作物を育てている。子どもたちは
ふれあい委員さんやＪＡの職員の方から、
植え付けや収穫について教えてもらう。
収穫された作物は、給食としていただい
たり、学校に関係のある施設にもって
いったりし、活用されている。児童に
とって農作業を体験することや食につい
て考えることは、食育の一環となってい
る。東葛ふれあいファームは学校・園と
地域をつなぐ場となっている。6月の田
植え体験の様子である。現代の子どもに
とって田んぼの中に入り、苗を植え付け
る機会は多くない。子どもたちにとって、
足から伝わる感触はとても新鮮な様子で
ある。子どもたちの賑やかな声が地域に
ひろがる。学校と地域の結びつきを感じ
る風景である。（62歳男性）

岸和田市景観重要樹木シンボルマーク
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